
給食経営管理論Ⅰ
Food Service Management Ⅰ221621077 小関直美 専門 2 必修 2前期

科目の概要
疾病治療・重症化予防、疾病予防、食育と食環境のどれにも共通して必要なのは食べること、つまり給食管理です。この科目は給食の経営管理をすることができる人材
を育成するものとして設定されています。そのため、栄養面、安全面はもちろん、他職種との協働による円滑な給食運営を視野に、施設管理や調理機器の構造と特徴、
新調理システムなどについても学びます。その学びを活用し、人々の日常生活を健康の面から支援するために、管理栄養士としてどのようにするべきか一緒に考えてい
きます。担当教員は特定給食施設での勤務経験から、栄養介入のための食事サービスとそれを実現するための生産管理を関連付けた講義を行います。なお、この科目は
DP②、ライフスタイルのデザインを提案するために必要な食に関連する専門的知識・技能を身に付け、地域再生に貢献できる人材の育成するための学びに該当します。

学修内容 到達目標

① 特定給食施設の特性について理解する。
② 栄養・食事管理のプロセスを理解する。
③ 食材の発注・検収・保管の方法を理解する。
④ 施設・設備管理について理解する。
⑤ HACCP に基づく衛生管理について理解する。

① 特定給食施設と食堂の違いを説明することができる。
② 栄養食事管理のプロセスを説明することができる。
③ 食材の発注・検収・保管の方法を説明することができ
る。
④ 施設・設備管理の知識をもとに設備のレイアウトや作
業動線を作成することができる。
⑤ HACCP に基づく衛生管理について説明することができ
る。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 管理栄養士として働いている姿を思い描きながら、授業の達成目標到達のために必要な知
識・技能について自発的に取り組むことができる。

働きかけ力

実行力 授業では受け身にならず、授業の達成目標に到達のために、より深く知識・技能を修得し
ようと意欲的に行動する態度を身に付ける。

考え抜
く力

課題発見力 授業の達成目標に到達するために、自分自身の課題を見極め、自己学修により知識および
技術の習得に励もうとする。

計画力

創造力 自分の理想とする管理栄養士を創造し、その目標に到達するために、修得した知識・技能
を活用して課題解決することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業の達成目標に到達するために、授業の内容を分かりやすく整理してまとめたり記述
（図表含む）したりすることができる。

授業の達成目標に到達するために、グループ討議では他者から意見や伝えたいことを引き
出し、その意見を尊重できる。

授業の達成目標に到達するために、授業中に出される指示等の約束事を守り、授業に参加
できる。

テキスト及び参考文献

教科書：「給食経営管理論」（石田裕美他）南江堂 2800 円

他科目との関連、資格との関連

他教科との関連：基礎栄養学、食事摂取基準論、栄養管理プロセス論、応用栄養学、食事設計演習、給食経営管理実
習、事前事後演習、臨地実習（A）給食基礎
資格との関連：栄養士、管理栄養士受験資格、栄養教諭一種

学修上の助言 受講生とのルール
・配布プリントは、講義のノートとしても使用できる。まとめとして活用してほし
い。
・復習問題は、自己採点および解説を行い、知識を確実に定着させてほしい。
・管理栄養士としてどのように考えるべきか、グループで話し合いの機会を設け
る。積極的に意見交換をし、考えを深めてほしい。

１ 講義には集中して臨む、課題の提出の期限を守るなどマナーを守
る。
２ グループ活動では、社会人基礎力を発揮して積極的に活動に参加
する。
３ 遅刻・早退 3 回を欠席 1 回として扱う。

2023年度 愛知学泉大学シラバス

シラバス番号 科目名 担当者名
基礎・専門

別
単位数

選択・必修
別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目

✓



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

関連法規等に基づいた栄養面、安全面を考慮した給食運
営の方法がわかる。また、設備の特徴を理解した施設設備
の管理ができる。 S（秀）は、A（優）の基準に加えて、
管理栄養士として幅広い知見を持っていると判定できる。

関連法規の基本的な内容の理解ができ、栄養面、安全面を
考慮した給食運営の方法がわかる。また、基本的な施設設
備の管理ができる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

80

授業で学修した以下の内容の理解度を確認する。
・関連法規等から特定給食施設の特徴が理解できているか。
・栄養面、安全面を考慮した効率的な給食運営の方法が理解できて
いるか。
・設備の特徴を知り、適切な施設や設備の管理ができるか。
・大量調理施設衛生管理マニュアルに基づく衛生管理ができるか。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

10

授業の進度に合わせて学修内容の理解度を確認する。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

小テスト

①

0

②

③

④

⑤

レポート

①

0

②

③

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）予習が教科書レベルで実行できている。
（実行力）予習が教科書以外の情報源から修得する行動ができている。
（課題発見力）本時の授業の目標を達成するために不足している知識・技能 を抽出し、その内容につい
て学修ができている。
（創造力）本時の授業の目標を達成するための課題を解決するために修得し た知識・技能を最大限に活
用して、提示した課題を解決することができている。
（発信力）本時の授業の目標を達成するための知識・技能について、分かりや すく整理してまとめたこ
とを記述（図表含む）することができている。挙手の回 数については、回数を得点化する。
（傾聴力）本時の授業で提示した質問項目について、学生間で意見交換をし ます。相手の意見が分かり
にくい、疑問について質問をすることができる、また 意見を引き出すコメントができている。
（規律性）授業終了時に【学修行動特性評価】シートを提出することができて いる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



関連法規の基本的な内容の理解ができ、栄養面、安全面を
考慮した給食運営の方法がわかる。また、基本的な施設設
備の管理ができる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

特定給食施設の定義や
目的など特定給食の概
要を知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

特定給食の概要を理解
し、特定給食施設とレ
ストランとの違いを説
明できる。

予習：給食とレストラ
ンとの違いを調べる

復習：授業シートで示
した重要事項の確認
練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

健康増進法他施設を統
括する法律から管理栄
養士・栄養士の役割と
給食施設と目的につい
て考える

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

給食施設と目的につい
て理解し、管理栄養
士・栄養士の役割を説
明できる。

予習：健康増進法につ
いて、管理栄養士の配
置規定について調べる
復習：施設を統括する
法律、PCR シートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

集団給食における栄養
アセスメントを理解す
る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

集団給食における栄養
アセスメントを理解
し、アセスメントをす
るための質問紙を作成
できる。

予習：日本人の食事摂
取基準に基づく給与栄
養目標量算出について
調べる
復習：特定給食施設の
栄養ケア、PCR シート
で示した重要事項の確
認 練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

集団における給与エネ
ルギー量の設定方法を
知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

 様々な人がいる集団
の給与エネルギー量を
設定することができ
る。

予習：推定エネルギー
必要量算出について復
習する
復習：集団の推定エネ
ルギー必要量算出、
PCR シートで示した重
要事項の確認、練習問
題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

集団における給与栄養
目標量算出について知
る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

集団における給与栄養
目標量を推奨量、推定
平均必要量、耐容上限
量を使用して設定でき
る。

予習：たんぱく質、脂
質、炭水化物の目標量
の算出方法を思い出す
復習：日本人の食事摂
取基準の復習、PCR
シートで示した重要事
項の確認、練習問題の
見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

献立作成基準の作成と
評価の方法について知
る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

献立作成基準を作成で
きる。評価の結果を踏
まえ管理栄養士として
どのように問題解決を
したら良いか考えるこ
とができる。

予習：献立作成基準に
ついて調べる

復習：教科書の巻末問
題、PCRシートで示し
た重要事項の確認

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

生産システムや標準化
といった生産計画につ
いて知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

生産計画について理解
し、管理栄養士として
どのような生産システ
ムを採用するべきか考
えることができる。

予習：余裕のある作業
の日にしておくと良い
ことをまとめる
復習：生産システム、
標準化、PCR シートで
示した重要事項の確
認、練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

食品の流通と食材の発
注を含む購買管理につ
いて知る。

生産システムについて
の小テスト・解説
講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

食品の発注や食材料費
計算ができる 流通と
購買管理の概要の説明
ができる。

予習：発注計算の方法
を思い出す
復習：食材の購入方
法、PCR シートで示し
た重要事項の確認、練
習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

大量調理施設衛生管理
マニュアルに沿った食
材料管理について知
る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

購入契約の理解と大量
調理施設衛生管理マ
ニュアルに沿って検収
することができる。

予習：業者の選定、検
収方法
復習：大量調理施設衛
生管理マニュアル、
PCRシートで示した重
要事項確認、練習問題
の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

集団給食施設の施設設
備管理について知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

集団給食施設の施設設
備管理について理解
し、なぜドライシステ
ムにする必要があるの
か説明できる。また、
作業動線を考えた調理
場のレイアウトをする
ことができる。

予習：ドライシステム
について調べる
復習：作業動線、PCR
シートで示した重要事
項の確認、練習問題の
見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

食品の温度管理を中心
とした調理工程管理に
ついて知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

大量調理施設衛生管理
マニュアルに沿った食
品の温度管理ができ
る。

予習：大量調理施設衛
生管理マニュアルの読
み込みをする
復習：調理工程、PCR
シートで示した重要事
項の確認、練習問題の
見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

大量調理施設の機械器
具の特徴と大量調理の
特徴を知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

大量調理マニュアルに
基づく機械器具の洗
浄・殺菌方法が理解で
きる。
大量調理と少量調理の
違いや加熱調理機器の
熱伝達方式を説明でき
る。

予習：調理機器と熱伝
導について調べる

復習：PCRシートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

集団給食施設における
二次汚染防止対策につ
いて知る。

大量調理施設衛生管理マ
ニュアルの小テスト・解
説
講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・解
説
google classroomによる
課題の提出、質問の受付

二次汚染防止のための
手立てを理解し、管理
栄養士として調理員に
指導できる。

予習：二次汚染とは何
か思い出す
復習：大量調理施設衛
生管理マニュアルの見
直し、PCRシートで示
した 重要事項の確
認、練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

食品や環境の汚染状況
や清浄度を客観的に評
価する方法について考
える。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

食品や環境の汚染状況
や清浄度を客観的に評
価するHACCPについて
理解し、単純な作業工
程でHACCPに基づいた
衛生管理をすることが
できる。

予習：HACCPについて
調べる
復習：HACCP、PCRシ
 ートで示した重要事
項の確認、練習問題の
見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

給食経営管理論Ⅰのま
とめをする。

講義
演習問題・解説
google classroomによ
る質問の受付

給食経営管理論Ⅰのま
とめができ、理解不十
分なところや課題と
なっている部分を発見
し、解決することがで
きる。

予習：給食経営管理論
Ⅰのまとめ
復習：PCRシートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し、ま
とめ

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



給食経営管理論Ⅱ
Food Service Management Ⅱ221622078 小関直美 専門 2 必修 2後期

科目の概要
疾病治療・重症化予防、疾病予防、食育と食環境のどれにも共通して必要なのは食べること、つまり給食管理です。この科目は給食の経営管理をすることが
できる人材を育成するためのものとして設定されています。ⅡはⅠを踏まえ人事、財務会計、また、災害・事故対策についても修得します。その学びを活用
して、人々の日常生活を健康の面から支援するために、給食経営の場で管理栄養士としてどのようにするべきか、一緒に考えていきます。担当教員は特定給
食施設での勤務経験から、栄養介入のための食事サービスとそれを実現するための生産管理を関連付けた講義を行います。なお、この科目はDP②、ライフス
タイルのデザインを提案するために必要な食に関連する専門的知識・技能を身に付け、地域再生に貢献できる人材の育成するための学びに該当します。

学修内容 到達目標

① 経営管理の概要を理解する。
② 給食経営に必要な手法を理解する。
③ 財務管理について理解する
④ 事故対策と防止策、災害対策について理解する。
⑤ 各種給食施設の特徴と経営について理解する。

① 経営管理の概要を説明することができる。
② 経営管理に必要な手法を説明することができる。
③ 財務管理について知り、販売価格の設定方法等を説明
することができる。
④ 事故対策と防止策、災害対策について説明することが
できる。
⑤ 各種給食施設の特徴と経営について説明することがで
きる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 保健所、病院、学校、事業所、福祉施設で管理栄養士として働いている姿を思い描きながら、
授業の達成目標到達のために必要な知識・技能について自発的に取り組むことができる。

働きかけ力

実行力 授業では受け身にならず、授業の達成目標に到達のために、より深く知識・技能を修得し
ようと意欲的に行動する態度を身に付ける。

考え抜
く力

課題発見力 授業の達成目標に到達するために、自分自身の課題を見極め、自己学修により知識および
技術の習得に励もうとする。

計画力

創造力 自分の理想とする管理栄養士を創造し、その目標に向けて必要となる授業の達成目標に到
達するために、修得した知識・技能を活用して課題解決することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業の達成目標に到達するために、授業の内容を分かりやすく整理してまとめたり記述
（図表含む）したりすることができる。

授業の達成目標に到達するために、グループ討議では他者から意見や伝えたいことを引き
出し、その意見を尊重できる。

授業の達成目標に到達するために、授業中に出される指示等の約束事を守り、授業に参加
できる。

テキスト及び参考文献
教科書：「給食経営管理論」（石田裕美他）南江堂 2,800 円
第8週（損益分岐点分析）
　https://www.navigate-inc.co.jp/tool/pdf/1101.pdf
　https://www.navigate-inc.co.jp/tool/pdf/1102.pdf
　https://www.navigate-inc.co.jp/tool/pdf/1103.pdf
　https://www.navigate-inc.co.jp/tool/pdf/1104.pdf

他科目との関連、資格との関連

他教科との関連：基礎栄養学、食事摂取基準論、栄養管理プロセス論、応用栄養学、食事設計演習、、給食経営管理実
習、事前事後演習、臨地実習（A）給食基礎
資格との関連：栄養士、管理栄養士受験資格、栄養教諭一種

学修上の助言 受講生とのルール

・配布プリントは、講義のノートとしても使用できる。まとめと
して活用してほしい。
・管理栄養士としてどのように考えるべきか、グループ討議の機
会を設ける。積極的に意見交換をし、考えを深めてほしい。

１ 講義には集中して臨む、課題の提出の期限を守るなどマナーを守
る。
２ グループ活動では、社会人基礎力を発揮して積極的に活動に参加
する。
３ 遅刻・早退 3 回を欠席 1 回として扱う。

2023年度 愛知学泉大学シラバス

シラバス番号 科目名 担当者名
基礎・専門

別
単位数

選択・必修
別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目

✓



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

経営という側面から給食運営の方法を説明でき、各種施設
についての特徴や事故対策と防止策、災害対策についても
説明することができる S（秀）は、A(優)の基準に加え
て、さらに幅広い知見を持っていると確認できる。

経営の基本的事項から給食運営の方法を説明でき、 各種
施設についても基本的な特徴が理解できる。また、災害対
策や事故防止について基本的なことが理解できる 。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

80

授業で学修する以下の内容の理解度を確認する。
・給食を経営という側面から説明することができる。
・各種施設について特徴を説明することができる。
・事故対策と防止策、災害対策について説明することができる。
・販売価格の設定方法等、財務管理について説明することができる

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

10

 授業の進度に合わせて理解度を確認する

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

小テスト

①

0

②

③

④

⑤

レポート

①

0

②

③

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）予習が教科書レベルで実行できている。
（実行力）予習が教科書以外の情報源から修得する行動ができている。
（課題発見力）本時の授業の目標を達成するために不足している知識・技能 を抽出し、その内容につい
て学修ができている。
（創造力）本時の授業の目標を達成するための課題を解決するために修得し た知識・技能を最大限に活
用して、提示した課題を解決することができてい る。
（発信力）本時の授業の目標を達成するための知識・技能について、分かりや すく整理してまとめたこ
とを記述（図表含む）することができている。挙手の回 数については、回数を得点化する。
（傾聴力）本時の授業で提示した質問項目について、学生間で意見交換をし ます。相手の意見が分かり
にくい、疑問について質問をすることができる、また 意見を引き出すコメントができている。
（規律性）授業終了時に【学修行動特性評価】シートを提出することができて いる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



経営の基本的事項から給食運営の方法を説明でき、 各種
施設についても基本的な特徴が理解できる。また、災害対
策や事故防止について基本的なことが理解できる 。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

日本や世界の企業の企
業理念（または基本理
念など）を調べて経営
管理の概要を理解す
る。

給食経営管理論Ⅰ試験
問題の解説
講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

経営の概略を理解し、
社会貢献という側面か
ら管理栄養士として求
められる業務について
考えることができる。

予習：企業理念の調査
復習：PCR シートで示
した重要事項の確認練
習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

日本や世界の企業の基
本戦略を調べ、経営に
おける基本戦略の重要
性に気付く。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

経営における基本戦略
の重要性を理解し、管
理栄養士としてどのよ
うな経営をしていきた
いか考えることができ
る。

予習：日本や世界の企
業の基本戦略を調べる
復習：PCR シートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

事業戦略のための状況
分析の方法について知
る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

事業戦略のための状況
分析を理解し、給食の
献立に応用して管理栄
養士としてどのような
献立構成をしたら良い
か考えることができ
る。

予習：PPM分析につい
て調べる
復習：PCR シートで示
した重要事項、ファ
ヨールの管理の機能、
練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

日本や世界の企業の
マーケティングの事例
を調べ、マーケティン
グの重要性に気付く。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

 マーケティングの手
法を説明できる。

予習：マーケティング
について調べる
復習：PCR シートで示
した重要事項の概要、
マーケティングのプロ
セス、練習問題の見直
し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

マーケティングの手法
を給食業務に応用す
る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

ABC分析を行い、管理
栄養士としてどのよう
な食材料管理や献立管
理をするべきか考える
ことができる。

予習：マーケテイング
４Pについて復習する
復習：PCR シートで示
した重要事項、マーケ
ティングの確認、練習
問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

調理場で起きる問題に
は、設計品質、適合品
質、総合品質における
問題があることを知
る。

マーケティングの小テ
スト・解説
講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

調理場で起きる問題に
ついて整理し、品質の
変動要因がどこにある
のかを管理栄養士の立
場で考えることができ
る。

予習：品質の変動要因
について調べる
復習：PCR シートで示
した内容を整理、練習
問題の見直し 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

給食を適正価格で提供
するために原価管理が
必要であることに気付
く。また、購入契約の
方法を理解する。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

原価管理の手法を理解
し、正確な原価管理が
できる。また、管理栄
養士としてどのような
契約方法を選択するべ
きか考えることができ
る。

予習：適正な価格で給
食を販売するための手
法について調べる
復習：PCR シートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

給食の財務諸表及び損
益分岐点分析の手法を
知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

給食の財務諸表及び損
益分岐点分析の手法を
知り、販売価格の設定
ができる。

予習：損益分岐点につ
いて調べる
復習：PCR シートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

給食施設の人事管理に
ついて知る。

原価管理の小テスト・
解説
講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

給食施設の人事管理に
ついて知り、管理栄養
士として調理員が主体
的に作業に取り組もう
とする職場にするため
の方法について考える
ことができる。

予習：人事管理につい
て基本事項を調べる
復習：PCR シートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

事故対策や自然災害な
どに対処する方法を知
る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

事故対策や自然災害な
どに対処する方法を理
解し、管理栄養士とし
て事故に結び付く軽微
な事象を報告できる体
制をどう作るか考える
ことができる。

予習：事故対策と災害
対策について調べる
復習：PCR シートで示
した事故対策及び災害
時対策について整理、
重要事項の確認 練習
問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

病院給食の意義と特
徴、財務、栄養士・管
理栄養士の配置規定な
どを知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

病院給食の意義と特
徴、栄養管理、生産管
理、について概要を説
明できる。入院に係る
食事代金の計算ができ
る。

予習：病院における栄
養士・管理栄養士の配
置規定を調べる
復習：PCR シートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

高齢者・介護施設、児
童福祉施設の意義と特
徴、栄養士・管理栄養
士の配置規定について
知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

病高齢者・介護施設、
児童福祉施設の意義と
特徴、栄養士・管理栄
養士の配置規定を説明
できる。

予習：高齢者施設、児
童福祉施設について調
べる
復習：PCR シートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

学校給食の意義と特
徴、学校給食摂取基
準、学校給食衛生管理
基準等特徴を知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

学校給食の意義と特
徴、学校給食摂取基
準、学校給食衛生管理
基準等特徴を説明する
ことができる。

予習：学校給食の特徴
を調べる
復習：PCR シートで示
した重要事項を整理、
練習問題の見直し 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

事業所給食の意義と特
徴、栄養管理を知る。

講義、グループディス
カッション、発表
予習課題・演習問題・
解説
google classroomによ
る課題の提出、質問の
受付

事業所給食の意義と特
徴を知って、管理栄養
士として利用者を増や
すための方法を考える
ことができる。

予習：事業所給食で行
われている特徴的な給
食を調べる
復習：PCR シートで示
した重要事項を整理、
練習問題の見直し

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

給食経営管理論Ⅱのま
とめをする。

講義
演習問題・解説
google classroomによ
る質問の受付

 給食経営管理論Ⅰの
まとめができ、理解不
十分なところや課題と
なっている部分を発見
し、解決することがで
きる。

予習：給食経営管理論
Ⅰのまとめ
復習：PCRシートで示
した重要事項の確認、
練習問題の見直し 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


